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総合医療センター　 （３３）３１５１（代表）問
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広報おうみはちまん　2020.7.17

「近江八幡市人権啓発カレンダー 2020」
　　　　　　　  から作品を紹介します。毎月１日は人権を考える日 ◆ポスター・絵手紙部門

お気軽にご相談ください 7月の各種無料サポートガイド予要予約 電予 予約は電話のみ
　

 “初回だけ”のつもりが定期購入に
　　　　　～注文前に内容の確認を～

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL（３６）５５６６・FAX（３６）５５５３

い や や
消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８

問　　近江八幡市消防団 OFL 分団
　　（危機管理課内）
　 （３3）４１９２・ （３３）４１９３

相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談
 15日R  (受付  ７日E午前８時30分～）
   午後１時30分～４時30分、先着６人
 29日R  (受付 21日E午前８時30分～）
   午後１時30分～４時30分、先着６人  市役所２階Ａ会議室

人権・市民生活課
TEL(36)5566・(36)5881
FAX(36)5553

司法書士相談  22日R  (受付 14日E午前８時30分～）
   午後１時30分～４時30分、先着６人

行政相談  ９日T　午後１時30分～４時  総合支所消防指令室 人権・市民生活課
TEL(36)5881・FAX(36)5553人権相談  ９日T・30日T　午後１時～４時  市役所２階Ａ会議室

職業相談

 14日E　午前10時～ 11時30分  八幡子どもセンター 商工労政課
TEL(36)5517・FAX(46)5320 14日E　午後１時30分～ 3時  八幡東子どもセンター

 月～金曜　午前８時30分～午後５時  ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL(33)8609

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）  17日Y　午後５時～ 8時  アクティ近江八幡 商工労政課

TEL(36)5517・FAX(46)5320

創業個別相談
 ７月６日W　午前９時～午後８時  安土町商工会 商工労政課

TEL（36）5517・FAX（46）5320
安土町商工会　TEL(46)2389
近江八幡商工会議所　TEL(33)4141 ８月３日W　午前９時～午後８時  近江八幡商工会議所

農業相談
 ７月１日R 、８月３日W

 　午前９時30分～ 11時30分
 総合支所消防指令室 農業委員会TEL(36)5520

男性介護者のつどい
 22日R　午後１時30分～ 3時
 *高齢のご家族を介護されている男性対象

 ひまわり館２階　研修室３ 長寿福祉課
TEL(31)3737・FAX(31)3738

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

 月～金曜　午前９時～午後４時30分  教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL(37)8877

保育人材バンク
『出張就職相談』

 ７月17日Y 、８月21日Y

 　午前10時～正午、午後１時～４時
 滋賀マザーズジョブステーション
   （県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL077(516)9090

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL(36)1831

一日年金相談所  ８月６日T　午前10時～午後４時  市役所４階　第１委員会室 草津年金事務所お客様相談室
TEL077(567)1311

心配ごと相談  月～金曜(祝日を除く)の偶数日　午後１時～４時
 ひまわり館

近江八幡市社会福祉協議会
TEL(32)6111・FAX(36)6910福祉の困りごと相談  月～金曜(祝日を除く)　午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談  13日W・27日W　午後１時～３時

 ひまわり館
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(31)2677・FAX(36)6910ボランティア・

地域福祉活動相談  月～金曜(祝日を除く)　午前8時30分～午後５時

保護司相談  28日E　午後１時～４時  近江八幡・竜王更生保護サポ
 ートセンター（総合支所３階）

近江八幡・竜王更生保護サポート
センター　TEL(46)3141(内線345)

税務相談  ２日T　午前10時～午後４時  （公社）近江八幡納税協会
 （近江八幡商工会議所2階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL(33)4121・FAX(36)8415

相続等くらしの問題
行政書士無料相談  17日Y　午後１時30分～３時30分  滋賀中央信用金庫八幡西出張所 県行政書士会湖東支部（江南事務所）

TEL(47)7517・FAX(47)8507

無料健康相談
 10日Y・16日T・22日R・28日E

 　午前９時～ 11時
 滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL(33)7101・FAX(32)7725

電予

予

予

予

　初回は低価格で購入できることを強調して、数回分

の購入を契約の条件としている定期購入の相談が増加

しています。２回目以降が定価に近い価格で販売され

るため、支払い総額が高額になる場合もあります。

　インターネット通販などの通信販売では、クーリン

グ・オフが適用されず、解約や返品ができるかどうか

は表示された条件に従うことになります。条件によっ

ては途中で解約ができない場合や、解約しようと事業

者に電話してもつながらない場合があります。

　注文前には、定期購入であるか、支払う総額はいく

らか、解約や返品が可能かなどの契約内容を確認する

ことが大切です。動画投稿サイトやニュースサイトな

どの広告は、短期間だけ掲載されることもあり、トラ

ブル発生後には広告が確

認できないこともありま

す。注文時には、注文画

面や注文確認メールを保

存しておきましょう。

Vol.4　風水害から命を守る避難行動

　安全を確保するための行動としては、以下のよ
うなものがあります。
・自宅などの居場所や安全を確保できる場所に留
まる「待避」
・自宅の２階や建物の高層階に移動する「垂直避難」
土砂災害の場合は、崩れるおそれのある場所から
遠い部屋（できれば２階以上）に避難することも
有効です。
・避難所や親戚の家など少しでも安全な場所に避
難する「水平避難」
　例えば、夜間の移動や道路がすでに冠水してい
る場合など、避難所に行くことがかえって危険な
場合には、自宅の２階以上へ「垂直避難」を行う
など、状況に応じてより安全な行動をとるように
してください。

電予 《事例》

　動画サイトで配信されたインターネット広告を見

て、「初回 100 円モニター」のサプリメントを注文

した。初回限りのつもりだったが、しばらくして

5,000 円の請求書とともに再度同じ商品が届き、4

回の定期コースだとわかった。事業者に「4 回まで

購入するつもりはない」と電話で申し出たところ、

「4 回までの購入が条件と表示している。５回目以

降は解約可能だ」と言われた。注文時には定期コー

スだとは気が付かなかった。

　また、避難所に多くの人が集まると、３密（密閉・
密集・密接）の状態になりやすく、新型コロナウ
イルスの感染リスクが高まります。
　親戚や知人の家に避難するなど、災害だけでな
く感染症にも備えた安全な行動を検討しましょう。

( 松阪市ＨＰより引用 )

◆メッセージ部門

「やさしいこころ
  　　みんながもったら
  　　　　えがおでいっぱい」

北里小学校

　馬場添　茜さん ▲桐原小学校

加藤　歩夢さん
八幡西中学校　

　重田　愛莉さん

▲

予

( 宮城県広報紙より引用 )
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…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 

Ｉ
Ｄ
番
号

問

問 市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

市
庁
舎
整
備
基
本
設
計
業
務

委
託
業
者
選
定
の
技
術
審
査
を
行
い
ま
す

　

７
月
18
日
U
に
、
技
術
提
案
書
を
審
査

す
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
実

施
し
、
審
査
の
結
果
を
も
と
に
、
設
計
業

者
を
選
定
し
ま
す
。

　

技
術
審
査
は
、
原
則
公
開
で
実
施
し
ま

す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
い
た
だ
き
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
は
午
後
１
時
で
す
（
午
後
０
時
30

分
か
ら
受
付
開
始
）。

▼
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
傍
聴
席
の
間
隔
を
あ
け

ま
す
の
で
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
満

席
に
な
り
ま
し
た
ら
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
、
当
日
の
公
開
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
公
開
中
止
の
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

滋
賀
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
に

仲
裁
申
請
を
行
い
ま
し
た

　

契
約
解
除
し
た
市
庁
舎
整
備
工
事
請
負

契
約
の
工
事
関
連
費
の
精
算
を
終
え
、
残

る
逸
失
利
益
を
含
む
賠
償
金
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
奥
村
組
と
話
し
合
い
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
話
し
合
い
だ
け
で
の

解
決
が
困
難
と
判
断
し
、
同
社
の
同
意
を

得
て
、
５
月
20
日
に
仲
裁
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
紛
争
審
査
会
の
審
理
の

場
で
本
市
の
主
張
を
行
い
、
早
期
解
決
に

努
め
ま
す
。

若
手
職
員
に
よ
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
ま
し
た

　

新
庁
舎
で
は
、誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、

ま
た
、
職
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
職

場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
、
出
た

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
設
計
業
者
と
協
働
し

て
基
本
設
計
に
反
映
し
ま
す
。

※
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う家計への支援などを目的に、国民１人あたり 10 万円が
給付されます。まだ申請をしていない人は、お早めに手続きをお願いします。

給付対象者  令和２年４月27日時点で、市に住民登録がある人

受給権者  給付対象者の属する世帯の世帯主

令和２年度　市連合自治会役員・各学区会長を紹介します
まちづくり協働課　 （36）5552・ （36）5553

市連合
自治会

会長
副会長

〃
〃

監事
〃

青山 孝
松岡 静司
仲江 九市
森本 善郎
中野 宏司
中田 全一

八幡学区 会長 青山 孝（５区）

島学区 〃 中野 宏司（島町）

岡山学区 〃 中田 全一（牧町）

金田学区 〃 豊後 孫治（長田町）

桐原学区 〃 松岡 静司（五月）

馬淵学区 〃 西澤 孝夫（馬淵町）

北里学区 〃 仲江 九市（野村町）

武佐学区 〃 西野 孝志（西生来町）

安土学区 〃 木野 和也（常楽寺）

老蘇学区 〃 森本 善郎（内野）

　令和２年度も引き続き近江八
幡市連合自治会会長に就任させ
ていただきます。多くの皆様に
日頃よりまちづくり推進、自治
会活動にご理解、ご協力をいた
だき心からお礼申し上げます。

　ご存じの通り、世界規模での新型コロナウイルス
禍の大混乱のなか、自治会や各種団体におかれまし
ては活動が出来ず、大変ご苦労されていることと拝
察いたします。
　近年は少子高齢化や核家族化など、地域社会は複
雑化・多様化が進み、取り巻く環境が大きく変わる
なかで、自治会は地域におけるまちづくりの主体と
して大きな役割を担っております。行政との協働に
より課題を解決し、安心して暮らせる住みよい近江
八幡市になりますよう努めてまいりますので、皆様
方のお力添えをお願いいたします。

（ ）は自治会名　敬称略

市連合自治会 青山会長

特別定額給付金推進室　 0570(038)999・ 14108

　申請書類に同封の返信用封筒で、下記の書類を郵送し
てください。
申請に必要なもの
・特別定額給付金申請書
・申請者 (世帯主) の本人確認書類の写し
・振込先口座の確認書類の写し

　インターネットで「マイナポータル」にアクセスして
ください。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
申請に必要なもの
・受給権者（世帯主）のマイナンバーカード
・マイナンバーカード受取時に設定した暗証番号
・振込先口座の確認書類　など

申請期限

まで
8月25日

問

５月 22 日に各世帯主へ
申請書類を発送してい
ます。（黄色の封筒）

・
の
ど
が
渇
く
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補

給
す
る
（
目
安
は
１
日
あ
た
り
１
・
２
リ
ッ
ト

ル
）。

・
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
と
き
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
塩
あ
め
な
ど
で
水
分
と
と
も
に

塩
分
も
補
給
す
る
。

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
。

・
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無
理
せ
ず
自

宅
で
休
む
。

・
水
分
補
給
は
忘
れ
ず
に
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
運
動
す
る
。

・「
や
や
暑
い
環
境
」
で「
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
強
度
で
毎
日
30
分
程
度
行
い
、
身
体
が

暑
さ
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
。

・
気
温
や
湿
度
が
高
い
中
で
マ
ス
ク
を
す
る

と
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
要

注
意
。

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２
メ
ー
ト
ル
以

上
）
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
は

ず
し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
と
き
は
、
負
荷
の

か
か
る
作
業
や
運
動
を
避
け
、
周
囲
の
人
と

の
距
離
を
十
分
に
と
っ
た
う
え
で
、
適
宜
マ

ス
ク
を
は
ず
し
て
休
憩
す
る
。

・
感
染
症
予
防
の
た
め
、
換
気
扇
や
窓
を
開
放

し
て
換
気
を
確
保
し
つ
つ
、
エ
ア
コ
ン
の
温

度
設
定
を
こ
ま
め
に
調
整
す
る
。

・
外
出
時
は
暑
い
日
や
暑
い
時
間
帯
を
避
け
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
す
る
。

・
涼
し
い
服
装
を
心
が
け
、
外
に
出
る
際
は
日

傘
や
帽
子
を
活
用
す
る
。

・
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら
、
涼
し

い
場
所
に
移
動
し
、
水
分
を
補
給
す
る
。

　

今
年
の
夏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク
の
着
用
や
自
粛
生
活
に
よ
る

運
動
不
足
な
ど
の
影
響
か
ら
、
例
年
よ
り
熱
中
症
が
発
生
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
注
意
し
、
夏
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２
・

１
４
６
１
９

市
庁
舎
整
備
推
進
室　

 

（
36
）５
５
７
７
・
（
32
）２
６
９
５
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福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
燃
料
の
費
用
助
成

障
が
い
福
祉
課　

 

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

安
土
未
来
づ
く
り
課　

 

（
46
）７
２
０
６
・
（
46
）６
１
４
６

申
問
・

　

移
動
時
に
支
援
が
必
要
な
障
が
い
者

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
自
動
車
燃
料

費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住（
施
設
入
所
者
を
除
く
）

で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
本
人
の
令
和
２
年
度
市
民
税

が
非
課
税
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

の
う
ち
、
肢
体
不
自
由
（
下
肢
・
体
幹
・

脳
原
性
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）・
視
覚
・

腎
臓
・
呼
吸
器
機
能
障
害
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
そ
の
障
害
等
級
が
単
独
で
１
級

ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
人

※
総
合
等
級
で
は
な
く
、
各
部
位
の
個
別

等
級
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

助
成
額(

次
の
ど
ち
ら
か
を
選
択)

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

６
千
円
（
５
０
０
円
×
12
枚
）

②
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

３
千
円
（
千
円
×
３
枚
）

※
年
度
途
中
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法　
市
と
協
定
を
締
結
し
た
事
業

者
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
請
方
法　
身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を

持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は

７
月
１
日
R
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
通
知
書
は
６
月
中
旬
頃
に
送
付
し
て
い

ま
す
。納
付
書
に
よ
る
納
付
の
人
は
、決
定

通
知
書
に
各
納
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め

て
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
が
来
て
い

な
い
納
付
書
は
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
で
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
単
位
で
保
険

料
を
計
算
し
、
納
付
義
務
者
は
世
帯
主
で

す
。保
険
料
の
通
知
や
納
付
書
な
ど
は
、世

帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
届
け

出
は
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

的
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
変
更
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。届
出
が
遅
れ
る
と
、医
療
費
が

全
額
自
己
負
担
と
な
り
、
保
険
料
を
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

区分 所得割率 均等割額
（加入者１人につき）

平等割額
（加入世帯１世帯につき） 賦課限度額

基礎賦課額
（医療分） 7.10％ 26,800 円 20,400 円 63 万円

後期高齢者支援金
（支援分） 2.63％ 9,000 円 7,400 円 19 万円

介護納付金
（介護分） 2.26％ 8,700 円 4,800 円 17 万円

合計 11.99％ 44,500 円 32,600 円 99 万円
介護分除く 9.73％ 35,800 円 27,800 円 82 万円

令和２年度国民健康保険料率（※介護納付金は 40歳以上 65 歳未満の人のみ該当）

令
和
２
年
度

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
が
決
定

保
険
年
金
課 

（
36
）
５
７
５
１
・
（
33
）１
７
１
７

10
月
初
旬
入
居
予
定

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

住
宅
課　

（
36
）５
５
１
１
・

（
33
）１
３
５
６

応
募
資
格　
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
、
市
内
に
３
カ
月
以
上
在
住
ま
た

は
在
勤
し
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と　

な
ど

募
集
要
項
配
布
開
始
日　
７
月
13
日
W

募
集
要
項
配
布
場
所　

住
宅
課（
総
合
支

所
）ま
た
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
案
内

現
地
公
開
日　
７
月
19
日
Q　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
類
を
住
宅
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

申
込
期
間　
７
月
20
日
W
～
７
月
31
日
Y

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申

問
・

団地名 タイプ 戸数 単身入居

音羽西団地
（音羽町） 3DK １ 〇

上蒲生野団地
（末広町） 3DK ２ 〇

武佐団地
（武佐町）

2DK １ ×

3DK １ ×

※単身での入居には別途条件があります。

5,000 ポイント5,000 ポイント5,000 ポイント5,000 ポイント

※持っている人はステップ２へ

（７月～令和３年 3 月末） （９月～令和３年 3 月末）

　対応している IC カード（電子マネー）、*QRコード
決済、クレジットカードからお好きなキャッシュレス
サービスを一つ選択し、マイナンバーカードを使って
申し込みます。

問 市民課マイナンバー特設窓口　 (36)5560

ポ
イ
ン
ト

　選択したキャッシュレス決済サービスでチャージま
たは買い物をすることでポイントがもらえます。
　ポイントは、キャッシュレス決済サービスでの買い
物に利用できます。※買い物にマイナンバーカードは使いません。

総務省マイナンバー総合フリーダイヤル　 0120(95)0178
午前 9 時 30 分～午後 8 時（平日）、午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（土日祝）

*QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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申
問
・

◆文末表現をそろえる
　指示の表現は「してください」、可・不可の表現は「～
できます、できません」に統一します。
例）朝 8 時に、来てほしいです。
　　　→朝 8 時に、来てください。
　　明日は、休んで良いよ。
　　　→明日は、休んでください。
　　この道は、通行止め。
　　　→この道は、通ることが、できません。

◆文を短く分けて書く
　文節で区切ると、外国人は、文の意味を理解しやすく
なります。
例）この薬はお腹が痛い時に飲んでください。
　　　→この薬は、お腹が、痛い時に、飲んでください。
※「ね」を入れて、自然に聞こえるところで、区切ります。

Vol.4

　

供
養
施
設
は
、
焼
骨
を
収
蔵
す
る
共
同

の
施
設
で
す
。
随
時
、
使
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

永
代
使
用
料

市
内
在
住
者
／
30
万
円

安
土
未
来
づ
く
り
課

 

（
46
）３
１
４
１
・
（
46
）５
３
２
０
・

７
２
９
８

男
女
共
同
参
画
啓
発
作
品

「
男
女
が
輝
い
て
生
き
る
」絵
手
紙
の
作
品
を
募
集

安
土
墓
地
公
園

供
養
施
設
の
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
５
５
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
１
１

　

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
・
職
場
・
家
庭
・

学
校
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
イ
メ
ー

ジ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
絵
手
紙
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
団
体

に
よ
る
作
品
は
不
可
）。

応
募
部
門
／
小
学
生
、中
学
生
、一
般
（
高

校
生
を
含
む
）

応
募
規
定

①
作
品
は
絵
と
文
字
の
入
っ
た
絵
手
紙

（
イ
ラ
ス
ト
）
と
し
ま
す
。

②
郵
便
は
が
き
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
作
品
は
未
発
表
・
自
作
の
も
の
で
、

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

④
１
人
３
点
以
内
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
（
学
年
）
を
明
記
の
う
え
、

人
権
・
市
民
生
活
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。 申

問
・

問 問まちづくり協働課　 （36）5552・ （36）5553 スポーツ推進課　 （33）6303・ （33）3124

14391 14316

応
募
締
切　
９
月
４
日
Y
必
着

選
考
　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
最
優
秀

賞
、
優
秀
賞
、
入
賞
を
選
考
し
ま
す
。

※
「
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
０
」

に
掲
載
し
た
作
品
を
毎
月
、
広
報
紙
面
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
下豊浦

大中

至琵琶湖

至安土駅

西の湖

安土墓地公園

　11 月８日 Q に開催を予定していました本大会
は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から開
催を中止します。
　大会への参加を楽しみにされていた皆さんには、
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。

開催中止

2020水郷の里マラソン

永
代
管
理
料　
10
万
１
８
５
０
円

※
供
養
施
設
の
使
用
料
と
管
理
料
は
、お
一

人
様
一
体（
骨
壺
１
個
）の
費
用
で
、許
可

時
１
回
の
み
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

生
前
登
録
制
度

　

自
己
の
死
亡
後
の
焼
骨
を
供
養
施
設
へ

収
蔵
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
生
前
中
に

登
録
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　夏場の気温の高い時期はペットボトルのごみの量も増加

します。ごみは正しく分別することでリサイクル可能な資

源になります。ペットボトルの正しい出し方を実践しま

しょう。

　土地または建物の管理者または所有者に、近隣住民の生

活環境を害さないよう適正に管理することを条例で定めて

います。

　近隣住民の生活環境が損なわれ大変迷惑をかけることに

なります。定期的に掃除や除草などを実施し、適正な管理

をお願いします。ご自身やご家族で対応できない場合は、

業者に依頼するなど、責任を持った管理をお願いします。

・害虫の発生原因となる

・周辺から見えにくくなるため、不法投棄などの犯罪の

温床となる

・見通しが悪くなるため交通事故などの発生につながる

・枯れ草などが火災の原因となる

・景観を損ねる

　材質表示マーク（PET マーク）がついた容器で「飲料、

酒類、しょうゆ、酢」などが対象です。対象ではないペッ

トボトルは燃えるごみに出してください。

①商品ラベルは取り外し、燃えるごみに出してください。

②キャップも取り外し、ペットボトル収集容器 ( ネット )

の横にまとめて出してください。

③ペットボトルをよく洗い、潰さずに収集容器 ( ネット )

に出してください。

環境課　 （36）5509・ （36）5882問

土地などに雑草や樹木が生い茂ると
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商工会議所・商工会への支援
近江八幡商工会議所や安土町商工会が、市内事業者の経済
活動再開に向けて実施する感染予防対策や経営支援策など
に対して支援します。

商工労政課

36-5517近江八幡市事業者持続化助成金
売上高が減少している国の持続化給付金を受けた事業者に、
市が独自に助成金を交付します。
中小企業など／ 15万円
個人事業主／ 7万5千円

職員の緊急雇用
商工労政に関わる業務が急増しているため、新型コロナウ
イルス感染症の影響で離職または解雇された人などを緊急
雇用します。

小学校へ臨時講師を配置
学校の再開にあたり、児童の安全・安心な環境を確保するため、
臨時講師が配置されていない小学校で、１学級の児童数が多
く児童を分散させて授業を行う２校（八幡小学校・馬淵小学校）
に、臨時講師を各１人ずつ配置します。

学校教育課

36-5530
小・中学校への

感染拡大防止経費の支援
小・中学校の再開に向けた感染拡大防止に対する経費を支
援します。

スクールサポートスタッフの配置 感染症対策の環境づくりにより増加する教師の業務をサ
ポートするため、小・中学校の全校に１人ずつ配置します。

就学前施設や子育て支援施設などへの
感染拡大防止経費の支援

就学前施設や子育て支援施設などの感染拡大防止に対する
経費を支援します（１次施策からの継続事業）。

子ども支援課

36-5562
幼児課

36-5507

障がい者福祉団体等活動支援事業
活動を自粛している障がい者福祉団体（当事者・当事者家
族団体）を対象に、感染予防対策を実施したうえで活動を
再開できるように支援するため、交付金を交付します。

障がい福祉課

31-3711

ひとり親世帯への
臨時特別給付金

児童扶養手当受給世帯などに対し給付金を支給します。
給付金額／１世帯につき５万円（第２子以降は＋３万円）
さらに、収入減の場合は＋５万円
※給付には条件があります。

子ども支援課

36-5562
ひとり親世帯臨時特別給付金
コールセンター

0120-400-903

新型コロナウイルス
感染症対応休業支援金

中小企業で働く従業員（パート、アルバイト含む）に、休
業前賃金月額の 80%（上限33万円）を支給します。
支給対象期間／４月１日～9月30日までの休業

担当窓口は未定です。
判明次第、市ホームページで
お知らせします。

14529

家賃支援給付金
売上が減少したテナント事業者に対し、地代・家賃の負担を
軽減するため給付金を支給します。
中小企業など／上限600万円
個人事業者など／上限300万円

担当窓口は未定です。
判明次第、市ホームページで
お知らせします。

14530

雇用調整助成金
（拡充）

一時休業などにより労働者の雇用維持を図った場合、休業
手当などの一部を助成します。

【拡充する主な内容】
・助成上限日額を引き上げ
　日額 8,330 円を 15,000 円に
・助成率の拡充
　原則10分の９を一律10分の10に
・期間の延長
　９月30日まで　など

学校等休業助成金・支援金、
雇用調整助成金コールセンター

0120-60-3999

小規模事業者持続化補助金
（拡充）

小規模事業者に最大 150 万円を補助
　最大 100 万円までを最大 3/4 補助
　最大 50 万円を定額補助
ナイトクラブ、ライブハウスなどは最大 200 万円を補助

近江八幡商工会議所

33-4141
安土町商工会

46-2389

　制度の詳しい内容は、各窓口へお問い合わせいただくか、
　市ホームページ「新型コロナウイルス感染症関連のお知らせ」ページをご覧ください。 …市の独自施策市

市

市

市

市

市
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開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。

　　 ６９６１

子育て応援ひろば
７ 月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター	（火～土曜日）     （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日） （36）7270

安 安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日） （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

は  はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）           （38）5623

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベントを中止する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1 2 3 4
東★手形・足形
　午前10時～（0歳児）

西七夕飾り
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・八ティータイム
　午前11時～

東★手形・足形
　午前10時～（1歳児～就学前）

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

西七夕飾り
　午前10時～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

西七夕飾り
　午前10時～

5 6 7 8 9 10 11
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

西★親子ヨガ
　午前10時～

ク★子育て相談日
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あお話広場
　午前10時30分～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～（就学前まで）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

ほ・金赤ちゃんデー
　午前9時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

八★パパママあそぼ
（手形足型アート）
　午前10時～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

12 13 14 15 16 17 18
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

八身体計測デー
　午前９時30分～（１歳以上児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・八★起きあがりだるま
を作ろう
　午前10時30分～

八★おひさま広場
(ミュージックケア)
　午前10時～（2歳以上児）

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

19 20 21 22 23㊗ 24㊗ 25
安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ク★身体計測
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

東★映画大会
　午後２時～（小学生）

26 27 28 29 30 31 1

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

ほ・金★オンライン
コミュニケーション講座
　午前10時30分～

八にこにこデー
　午前10時～（0歳児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

安あそびのひろば
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前9時30分～

八★わくわく教室
(理科実験)
　午前10時～（小学生）

問 夏
休
み
が
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
！

お
子
さ
ま
向
け
予
防
接
種
の
ご
案
内

健
康
推
進
課

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２
・

８
７
６
２

幼
児
課　

（
36
）５
５
７
９
・ 

（
32
）６
５
１
８
・

１
４
３
５
２

保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？

保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催

　

保
育
士
・
保
育
教
諭
・
幼
稚
園
教
諭
養

成
校
を
卒
業
予
定
の
学
生
や
免
許
・
資
格

取
得
済
み
の
人
、
看
護
師
資
格
を
持
つ
求

職
者
を
対
象
に
、
市
内
の
保
育
所（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保
育
事
業
所
・

家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど
の
就
職
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

　

各
園（
所
）
の
保
育
内
容
や
特
色
、
採

用
情
報
な
ど
働
く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
前
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由
・
入
退
出
自
由

日
時　
８
月
22
日
U　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象　
保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る

学
生
や
一
般
求
職
者

問

　

母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を
確
認
し
、

夏
休
み
の
う
ち
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

小
学
４
年
生　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
２
期

小
学
６
年
生　
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
混
合
）予
防
接
種

幼
稚
園
保
育
園
の
５
歳
児　
麻
し
ん
風
し

ん
混
合
予
防
接
種
２
期

今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

　

接
種
後
に
重
い
副
反
応
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
、
積
極
的
な
接
種
を
見
合

わ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
接
種
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
20
歳
に
な
る
ま
で

に
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は
、母
子
健

康
手
帳
で
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
４
回
接

種
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
の
上
、早
め

に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
詳
し
く
は
、
広
報
４
月
号
と
同
時
配
布

の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
的
保
育
者
基
礎
研
修
」の
ご
案
内

日
時　
９
月
27
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
20
分

10
月
４
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

11
月
１
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
滋
賀
短
期
大
学（
大
津
市
竜
が
丘
）

対
象　
家
庭
的
保
育
事
業
や
小
規
模
保
育

事
業
Ｂ
・
Ｃ
型
の
保
育
従
事
者
と
し
て
の

勤
務
を
希
望
す
る
人
。

※
保
育
士
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
講
科
目　
家
庭
的
保
育
の
概
要
、
乳
幼

児
の
発
達
と
心
理
、
食
事
と
栄
養
、
小
児

保
健
Ⅰ
・
Ⅱ
、
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、家
庭
的
保
育
の
保
育
内
容
、

環
境
整
備
、
管
理
運
営
、
保
護
者
へ
の
対

応
、
子
ど
も
虐
待
、
特
別
に
配
慮
を
要
す

る
子
ど
も
へ
の
対
応
、
職
業
倫
理
と
配
慮

事
項
、
見
学
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

※
こ
の
他
、「
家
庭
的
保
育
室
見
学
実
習
」

と
「
心
肺
蘇
生
法
実
技
講
習
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
受
講
科
目
を
全
て
履
修

さ
れ
な
い
と
見
学
実
習
は
受
講
で
き
ま
せ

ん
。

受
講
料　
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
人
数　
若
干
名

申
込
締
切　
７
月
22
日
R

幼
児
課

 

（
36
）５
５
７
９
・
（
32
）６
５
１
８

申
問
・

障
が
い
福
祉
課　

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

身
体
／
知
的
障
害
者
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

お
住
ま
い
の
地
域
に
限
ら
ず
、
ど
の
相
談
員
に
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

連
絡
先
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

氏名 学区

日比 孝 八幡

德永 里恵 島

喜多川 みどり 桐原

松本 敏男 馬淵

寺嶋 よし子 北里

野田 とよ子 武佐

西村 金兵衛 安土

大林 義孝 老蘇

知
的
障
害
者
相
談
員

氏名 中学校区

八耳 佐知子 八幡

小山 真理 八幡西

佐野 美津子 八幡東

道尾 弘文 安土

問

（敬称略）
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航
空
学
生（
海
・
空
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び
戦

術
航
空
士
を
養
成
す
る

幹
部
自
衛
官
コ
ー
ス

対　

海
上
自
衛
隊

18
歳
以
上
23
歳
未
満

航
空
自
衛
隊

18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日r

～
９
月
10
日t

試
験
日　

１
次
／
９
月
22
日d

　

２
次
／
10
月
中
旬　

３
次
／
11
月
下
旬
頃

一
般
曹
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
を
養
成
す
る
コ
ー
ス

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

７
月
１
日r

～
９
月
10
日t

試
験
日　

１
次
／
９
月
18
日y

・
19
日u

２
次
／
10
月
10
日u

・
11
日q

の
そ
れ

ぞ
れ
、指
定
す
る
１
日

※
処
遇
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

自
衛
隊

近
江
八
幡
地
域
事
務
所

（
33
）２
１
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

７
月
は「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
強

調
月
間
で
す
。
す
べ
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
過
ち
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 /期間

り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

当
日
は
証
明
書
の
発
行
や
各
種
届
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
問
・
　

予
約
電
話　

（
36
）５
５
６
０

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
は
５
月
25

日
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

通
知
カ
ー
ド
の
記
載
変
更
・
再
交
付
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
の
書
類
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
写
真
入
り
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た「
住
民

票
の
写
し
」
も
し
く
は「
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
」

・
最
新
の
住
所
、
氏
名
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
通
知
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け

る
と
き
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
通
知

カ
ー
ド
の
返
納
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課

（
36
）５
５
０
０
・

（
33
）１
７
１
７

後
期
高
齢
者
医
療
の

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
全
員
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は「
う
す
み
ど
り
色
」

で
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
今
の
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
な
お
、
現
在
限
度

日

　

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で　

　

県
内
の
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ
る
輸

血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、広
く
県
民
の

皆
さ
ん
へ
の
献
血
に
関
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
求
め
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
が
減
少
し
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
善
意
の
献
血
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
献
血
の
際
は
感
染
予
防
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　

健
康
推
進
課

（
33
）４
２
５
２
・

（
34
）６
６
１
２

日　

７
月
12
日
Q
、
８
月
23
日
Q
、
９
月

27
日q

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
～
正
午

場　

市
役
所
１
階
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設

窓
口

　

平
日
の
開
庁
時
間（
午
前
9
時
～
午
後

４
時
30
分
）
に
下
記
予
約
電
話
で
予
約
し
、

当
日
は
直
接
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
特
設
窓
口
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は
予
約
優
先
と

な
り
ま
す
が
、
予
約
な
し
で
も
状
況
に
よ

額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
同
封
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
７
７
（
５
２
２
）３
０
１
３

保
険
年
金
課

（
36
）５
７
５
１
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

国
民
健
康
保
険
の

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

　

７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
全
員
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い

被
保
険
者
証
は「
紫
色
」で
す
。８
月
１
日

か
ら
は
、
今
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
７
月

31
日y

ま
で
の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
証
の
更
新
を
希
望
さ
れ
る
人
は
被
保

険
者
証
と
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参

の
上
、７
月
22
日r

以
降
に
保
険
年
金
課
、

ま
た
は
安
土
未
来
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

　

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　

７
月
１
日

承
認
期
間　

原
則
７
月
～
翌
年
６
月

所
得
審
査
対
象
者　

①
免
除
／
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主

②
猶
予
／
本
人(

50
歳
未
満)

・
配
偶
者

※
離
職
票
な
ど
が
あ
れ
ば
失
業
し
た
人
の

所
得
は
除
外
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
離
職

日
の
翌
日
か
ら
翌
々
年
６
月
ま
で
有
効
で

す
。

※
免
除
・
猶
予
さ
れ
ず
に
未
納
状
態
で
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問　

草
津
年
金
事
務
所

０
７
７(

５
６
７)

２
２
２
０

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん)

。
普
段
の
生
活
の
中
で

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
令
和
２
年

度
は
２
月
ま
で
毎
月
開
催
し
ま
す
。

要
予
約
・
参
加
無
料

日　

７
月
20
日w

　
午
後
１
時
30
分
～

午
後
４
時

場　

ひ
ま
わ
り
館

対　

市
内
在
住
の
人

定　

12
人(

先
着
順)

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・

（
31
）３
７
３
８

日  

９
月
20
日q

　
午
前
８
時
45
分
～
午

後
４
時（
荒
天
の
場
合
は
中
止)

場　

皇
子
山
陸
上
競
技
場（
大
津
市
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
）
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
人
、
も
し
く
は
療
育
手
帳
を
有

す
る
か
、
そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い
の

あ
る
人
。

申　

８
月
５
日r

ま
で
に
、所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
障
が
い

福
祉
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
部
競
技
の
中
止
な
ら
び
に
全
国
大
会
選

手
選
考
会
の
実
施

　

７
月
～
８
月
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
ボ
ッ
チ
ャ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
水
泳
の
３

競
技
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
大
会
出
場
希
望
で
参
加
申
込

書
の
提
出
が
あ
っ
た
選
手
に
つ
い
て
は
、

選
手
選
考
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７
（
５
２
２
）６
０
０
０

０
７
７
（
５
２
１
）８
１
１
８

自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　

通
年
で
受
付

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

選
抜
試
験
に
よ
り
、
定
年
制
ま
た
は
再
就

職
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

申
問
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
廃
止
の

お
知
ら
せ

第
58
回
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

陸
上)

で
す
。今
年
は
第
70
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ひ
と
た
び
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
、

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
責

任
あ
る
社
会
の
一
員
と
し
て
再
び
受
け
入

れ
ら
れ
、
適
切
な
仕
事
や
居
場
所
な
ど
の

生
活
基
盤
を
確
保
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
近
江
八
幡
・
竜
王
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」の
ご
案
内

　

犯
罪
防
止
お
よ
び
更
生
保
護
に
つ
い
て

の
相
談
窓
口
、
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

き
る
日
時
は
平
日
９
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
で
す
。

問　

近
江
八
幡
保
護
区
保
護
司
会

(

46
）３
１
４
１(

内
線
３
４
５)

エ
コ
セ
ミ
ナ
ー

　

写
真
や
動
画
を
交
え
た
楽
し
い
お
話
や
、

受
講
者
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
お
得
で
エ
コ

な
省
エ
ネ
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
出

前
講
座
と
し
て
会
場
ま
で
お
伺
い
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
企
業
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
ど

な
た
で
も　

※
10
人
以
上
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

う
ち
エ
コ
診
断

　

ご
家
庭
で
省
エ
ネ
や
節
電
を
進
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
お
住
ま
い
や
お
近
く
の
会

場
に
出
向
き
、
各
ご
家
庭
に
ふ
さ
わ
し
い

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
公
的
資
格
を
も
っ
た「
う
ち
エ

愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
試
験
の
案
内

コ
診
断
士
」
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
、
買
い
換
え
の
費
用
対
効

果
な
ど
も
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
く
、
説

明
し
ま
す
。

対　

自
治
会
、
企
業
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
ど

な
た
で
も　

※
お
一
人
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

￥　

い
ず
れ
も
無
料

申
問
・
　

滋
賀
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
９
）５
３
０
１

　

里
山
の
景
観
維
持
お
よ
び
里
山
が
有
す

る
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
自

治
会
な
ど
が
３
年
間
継
続
し
て
実
施
す
る

里
山
の
保
全
・
再
整
備
活
動
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象　

里
山
再
生
整
備
活
動
、林
道
・

散
策
道
再
整
備
活
動
、
森
林
空
間
活
用
活

動
、里
山
体
験
啓
発
活
動

助
成
額　

１
事
業
に
つ
き
３
カ
年
計
画
で
、

総
額
90
万
円
を
上
限
額
と
し
、
単
年
度
30

万
円
を
上
限
額
と
す
る
。
直
接
施
工
は
定

額
助
成
と
し
、
外
注
施
工
は
、
３
分
の
２

以
内
を
限
度
に
助
成
す
る
。

対
象
者　

自
治
会
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体(

定
款
・
規
約
・
会
則
を
有
す
る
団

体
で
あ
る
こ
と)

※
今
年
度
に
お
い
て
は
２
団
体
分
を
募
集

し
て
お
り
、
予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
募

集
を
締
め
切
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

農
村
整
備
課

（
36
）５
５
４
５
・

（
46
）５
３
２
０

夏
の
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
・
エ
コ
診
断

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

里
山
再
生
事
業
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か

申
問
・
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(

納
付
期
限 

７
月
31
日
Y)

今
月
の
税
・
料
の
納
付

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な のん 話

障がい福祉課　 （３１）３７１１・ （３１）３７３８問

5
月
19
日
か
ら
6
月
17
日
ま
で
の
受
付
分

福
祉
基
金
に
と

　

光
友
易
学　

５
千
円

　

板
岡
や
ゑ　

２
千
円

　

故 

塩
谷
光
子　

姉
妹
一
同　

１
０
０
万
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

　

匿
名　

２
千
円

図
書
館
に
と

　

匿
名　

５
千
円

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
料
（
２
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

介
護
保
険
料
（
１
期
）

㊴

　
「
国
道
８
号（
彦
根
～
東
近
江
）」（
仮
称
）

の
事
業
実
施
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
評

価
す
る
項
目
や
調
査
手
法
な
ど
を
示
し
た

環
境
影
響
評
価
方
法
書
な
ど
の
縦
覧
を
行

う
と
と
も
に
、住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
の
あ

る
人
は
、
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

７
月
14
日e
～
８
月
13
日t

縦
覧
場
所　

県
庁
県
民
活
動
生
活
課
県
民

情
報
室(

大
津
市)

・
県
湖
東
環
境
事
務

所(

彦
根
市)

・
県
東
近
江
環
境
事
務
所

(

東
近
江
市)

・
市
土
木
課
（
総
合
支
所
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

県
都
市
計
画
課
都

市
計
画
係
（
〒
５
２
０
ー
８
５
７
７　

大
津

市
京
町
四
ー
一
ー
一
）
宛
て
に
意
見
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
縦
覧
期
間

中
は
、
各
縦
覧
場
所
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
間

　

７
月
14
日e

～
８
月
27
日t

住
民
説
明
会　

事
前
申
込
不
要
。
当
日
は

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
連
絡
先
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

日　

７
月
30
日t

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

総
合
支
所
１
階
情
報
交
流
室

問　

土
木
課

（
36
）５
５
４
０
・

（
32
）５
０
３
２

１
３
１
５
３

　

総
務
省
で
は
、
複
数
あ
る*

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
１
枚
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ま
と
め
る
統

一
Ｑ
Ｒ「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」
の
普
及
に
よ
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
事
業
者
向
け
の
説
明
会
を
次
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
、
希
望
さ
れ
る
事

業
者
の
申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日　

７
月
29
日r

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

ひ
ま
わ
り
館
１
階
ホ
ー
ル

定　

30
人（
先
着
順
・
事
前
予
約
が
必
要
）

　
　
　
　

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０

１
４
７
４
０

　

新
た
に
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
八
幡
学
区
】
井
田
知
美(

主
任
児
童
委
員)

、

野
瀬
由
喜
子(
魚
屋
町
上
・
中
・
元
、
新
町

１
～
４
丁
目)

【
桐
原
学
区
】 

米
山
敏
信

(

若
宮
町)

【
武
佐
学
区
】 
青
島
登
貴
子

(

末
広
町
６
丁
目)

問 

福
祉
政
策
課

（
36
）５
５
８
５
・

（
32
）６
５
１
８

　

毎
年
７
月
に
開
催
し
て
い
る
見
学
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め

今
年
度
は
中
止
し
ま
す
。例
年
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、心
待
ち
に
し

て
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
大
変
申
し
訳
有
り
ま

せ
ん
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

水
道
事
業
所

（
36
）５
５
３
４
・

（
34
）７
４
８
０

日　

７
月
18
日u

午
前
８
時
30
分
～
11
時

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

７
８
０
９

奥本大三郎／著
（小学館）

さいとうしのぶ／構成・絵
（のら書店）

『あかちゃんとわらべうたで
あそびましょ！』

『蝶の唆
おし
え―現代のファー

ブルが語る自伝エッセイ―』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『はぶらしくんです』とよたかずひこ／さく・え(童心社)
『かぞえてみよう　どうぶつスポーツたいかい』

ヴィルジニー・モルガン／文・絵(岩波書店)
『のりものなぞなぞ』

斉藤洋／作・こわせもりやす／絵(講談社) 

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

７月の休館日

〈今月のおはなし会〉

　虫好きで知られる著者の幼少期を綴った、初の自伝的
エッセイ。虫好きのきっかけになった出来事から、病気
で入院中の著者の唯一の慰めが虫であったことなどを、
軽妙洒脱に語る。そのどの場面にも、ギンヤンマ、チョウ、
カブトムシ、スズメ、カメなど、幼い著者を魅了した小
さな生き物たちが顔を出し、著者の生き物への飽くなき
憧れと、深い愛情が伝わってくる。

　あかちゃんの足の指を順につまんでいく「ちっちゃい
まめこーろころ」、ひざの上にのせて歌にあわせてゆすっ
てあげる「あずきっちょ　まめちょ」など、あかちゃん
と遊べる楽しいわらべうたが、遊び方と楽譜も添えて６
つ紹介されています。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

『空の声』　　　　               　堂場瞬一／著(文藝春秋)
『合唱　岬洋介の帰還』　　        中山七里／著(宝島社)
『魔女たちは眠りを守る』   村山早紀／著(KADOKAWA)
『武士の家訓』　　　　　　     城島明彦／著(カンゼン)

環
境
影
響
方
法
書
の
縦
覧
と

説
明
会
の
ご
案
内

Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
説
明
会

申
問
・民

生
委
員
児
童
委
員
な
ど
の
決
定

牧
浄
水
場
見
学
会
中
止
の
お
知
ら
せ

お店・スーパー
カゴを持って
買い物する様子

売る

お金をもらって、ものを渡す

買う

お金を払って、ものを受け取る

ミシェル・クオ／著
（白水社）

『パトリックと本を読む　―絶望
から立ち上がるための読書会―』

おすすめ新着本
一般書

　貧困地域の学校の教師となった著者は、暴力が日常茶
飯事の生徒たちに、読書を通じて「自分を温かく受け容
れる気持ち」を育もうと奮闘する。その中でもっとも知
的な才能を開花させたのがパトリックだった。しかし数
年後、パトリックは殺人を犯してしまう。著者は拘置所
に通い、パトリックとともに本を読むことで、人生をあ
きらめた彼の心に寄り添おうとする。本の持つ力と、人
間の可能性を描いた１冊。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、図書館
での７月のおはなし会は中止します。
　また、おはなし研究会の金田コミュニティセンター
でのおはなし会も中止します。

〈臨時駐車場についてのお願い〉
　平日は図書館東側のシキボウ株式会社八幡工場の職
員駐車場は使えません。
　土曜日、日曜日はお使いいただけます。ただし土曜
日については使えない場合があります。図書館前、現
地の看板をご確認ください。

〈今月の展示〉
　図書館では、「市民の皆さんに１冊でも本を手にとっ
てもらいたい」との思いから、毎月趣向をこらした本
のテーマ展示を行っています。７月のテーマは大人の
本のコーナーは「コロナ時代を生き抜くために」「ワル
い奴ら」「あの人の愛した食卓」、児童書コーナーは「虫・
むし・ムシ」「のぞいてみよう！みずのなか」、郷土資
料は「ふるさと探検～安土・老蘇編～」、ヤングアダ
ルトコーナーは「王の物語」と盛りだくさんあります。
司書ならではの視点で集めた新旧とりまぜたさまざま
な本を、どうぞお楽しみください。

６月の開館以降、分散来館のご協力をお願いしてお
りましたが、７月からは解除させていただきます。
ご協力ありがとうございました。

*QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

近江印刷㈱ ( 愛荘町 ) オリジナルノート・スケッチブック各600冊

近江製函㈱ ( 東近江市 ) 段ボール製ついたて24個・マスク550枚

近江八幡ロータリークラブ ( 鷹飼町 ) 小中学校のオンライン授業の整備にと100万円

匿名 消毒液4本

㈱近江磨輝道ピカピカ事業所 ( 馬淵町 ) マスク3000枚

㈱重田組 ( 若宮町 ) 桐原幼稚園、旧桐原コミュニティセンターの奉仕作業

㈱ミマキエンジニアリング ( 長野県東御市 ) フェイスシールド100個

匿名 ひとり親家庭に役立ててと27万円

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

(

敬
称
略)
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日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ

文化会館�   
TEL （33）８１１１・FAX （33）８１１２�

 

ワンコインコンサート　シリーズ128
「オルガンで５つの国を“さんぽ”
しよう｣
　乳幼児から本
物の音楽にふれ
てほしいと願い
開催する約１時
間のコンサート。
日 　 ８月８日U 

午前10時30分開演
（午前10時10分開場）
出　谷田浩子(パイプオルガン）
￥　500円（全席自由）
※保護者膝上の乳幼児は無料　

第238回はつらつコンサート「デュ
エットで聴く世界の歌・日本の歌」
　コンサートの最後には「みんなで歌
おう♪」のコーナーもあります。
日　８月20日T 午後２時開演（午後
１時30分開場）
出　永田梨紗（ソプラノ）、安田旺司

貸館業務再開のお知らせ
　先月初めより通常通り開館しており
ますが、新型コロナウイルス関連の市
の業務を行うため、館内の一部につい
てご利用いただけない施設（部屋）が
あります。ご利用の皆さんには、大変
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

文芸セミナリヨ�
TEL （46）６５０７・FAX （46）６５１０�

永田梨紗

あづちマリエート�  

TEL （46）２６４５・FAX （46）３２３８�  

安田旺司 松田みゆき

谷田浩子

健康ふれあい公園�

TEL （37）0077・FAX （38）0006      

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は 9：00 ～

※

祝日は休み

PM  4:30～ 7:00

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

センターより
とほ

３分

かわらミュージアム�

TEL （33）８５６７・FAX （33）８７２２�

運動公園(津田町18）�

TEL （33）6303・FAX （33）３１２４        
E-mail:048600@city.omihachiman.lg.jp                  

￥　子ども170円
大人（保護者）610
円
対　小学3年生～
中学生と保護者
定　各日10組20
人程度　要予約）
       ※定員になり次第締め切ります。
申　電話で申し込みください。

　　　　幸せを導く光
ー天へと結ぶ調和と祈りの結晶ー
　「ヒンメリ」中川きよの 作品展
　北欧フィンランドの伝統的な装飾品

「ヒンメリ」を使った、中川さんのオリ
ジナルアート。
　不安やおそれを抱く今このとき、そ
の収束と心の平安への祈りを託し心

をこめて現代の
ヒンメリをつく
りあげます。さ
ながらシャンデ
リアのような荘
厳な表情が静
かに、やさしく、
見る人 に癒し
を届けます。

日　７月９日T～８月23日Q

　　午前９時〜午後５時
　　（入館は午後４時30分まで）
　　月曜休館、祝祭日の場合は翌日
￥　一般300円、小・中学生200円

日本代表選手とカヌー体験
　カヌースプリント日本代表選手から
のお話やカヌー乗船体験などを通し
て、カヌーの楽しさを体験しませんか。

日　8 月 2 日 Q　小雨決行
　　第１部　午前９時～ 11 時 30 分

（受付　午前 8 時 30 分～）
　　第 2 部　午後 1 時～ 3 時 30 分

（受付　午後 0 時 30 分～）
場　安土 B&G 海洋センター
対　市内在住、在学の小学４年生以上
定　各部　20 人（先着順）　
￥　500 円（保険料含む）
講　奥田翔悟さん（カヌー日本代表）
持　濡れてもよい服・靴、帽子、着替え
       水筒（飲み物）、マスク
申　申込用紙に必要事項を記入のう
え参加費を添えてスポーツ推進課（運
動公園）へ申し込みください。
締　７月 24 日 D（土日・祝日も受
け付け可。午前９時～午後５時）

スポレック教室
日　９月３日から９月 24 日までの
毎週木曜日（計４回）
午後７時 30 分～９時 30 分

場　サン・ビレッジ近江八幡
対　市内在住、在勤、在学の中学生以上
定　30 人　
￥　500 円
持　体育館シューズ
申　申込用紙に必要事項を記入し、
受講料を添えて、サン・ビレッジ近
江八幡に申し込みください。
締　８月１日U～１7日W（土日・祝
日も受け付け可。午前９時～午後５時）

プールの一般利用再開しました！
　４月上旬から閉園していましたプー

ルの一般利用を６月９日から再開して

います。ただし、新型コロナウイルス

感染症予防対策として、利用制限（キッ

ズプール遊泳禁止、リラクゼーション

プール・脱水機・採暖室の利用禁止）

を行っていますので、ご了承の上、ご

利用ください。また、ご来園時は必ず

マスク着用 (2 歳以上の人 )、入館時の

手指消毒・検温にご協力をお願いしま

す。

　ご利用時にご不便をおかけしますが、

感染予防策には万全を期して皆さんの

ご利用をお待ちしております。 

健康ふれあい公園　温水プール

「神様からの贈物 
      Gift from God」

サン・ビレッジ近江八幡(鷹飼町40）

TEL （３７）０３０３・FAX （３７） 0255� 

（バリトン）、松田みゆき（ピアノ）
￥　500円（全席自由）

シニア世代健康スクエア
　　　　　　　　～健康教室～
  ゴムチューブの体操や脳トレーニング
で健康を保ちましょう。
日　７月10日Y　午前10時～11時
30分　
場　文芸の郷練習場
講　土田政代さん（健康運動指導士）
対・定　50歳以上の健康な人・20人
￥  1回350円（保険料、用具代込み）
持　体育館シューズ・タオル・飲み物

ストレッチで姿勢改善
　体のバランスを保ち、いきいき健康
に！
日　７月15日R　午前10時～11時
30分　
場　文芸の郷練習場
￥　１回600円（要予約）
定　35人程度　
講　藤田マオさん（フィットネスウォー
キングインストラクター）
対　18歳以上の健康な人

能楽教室受講生募集（２次）

　謡と仕舞の基礎を学びます。経験者
の応募も可能です。
日　月２回のお稽古（木曜日コース・
金曜日コース・土曜日コース）
時間についてはお問い合せください。
￥　月額：2500円（高校生・大学
生）・3500円（一般）、市外の人は
いずれも500円増
講　深野新次郎さん・深野貴彦さん
（観世流能楽師シテ方）
申　お問い合わせのうえ、所定の申
込用紙を提出ください。

安土城天主信長の館�
TEL（46）６５12・FAX（46）６５１3�

夏休みこども歴史塾
～VRで探れ　安土城のひみつ　
　　きみも信長忍者隊になろう～
　VR安土城のショートムービーを鑑
賞後、信長忍者隊になるためのクイ
ズ大会と館内見学。抽選で１組がVR
コントローラーでマニュアル操作体
験ができ、CGで再現された城下町や
安土城を自由に散策できます。
日　７月21日E・22日R・28日E・
　　29日R、８月４日E・５日R・
　　 ６日T 午前９時集合

能楽教室発表会

広告
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

広告

広告

申し込み・お問い合わせは秘書広報課まで
（３６）５５２６・ （３２）２６９５

【掲載基準】
１枠　３１，４７０円　        　
　（縦６㌢×横９㌢・モノクロ）

掲載基準など
詳しくはお問い合わせください。

広告掲載募集！

広告

 
 

　稲
田
萌
子
×
国
保
幸
宏
＝　

D
r
a
w
i
n
g

（
る
ー
と
・
ど
ろ
ー
い
ん
ぐ
）

　　

C
o-LA

B

はC
o

（
共
に
）
とLA

B

（
研

究
室
）
を
か
け
た
造
語
。
２
人
展
を
３
期
に

分
け
て
開
催
す
る
展
覧
会
の
シ
リ
ー
ズ
の
第

２
弾
。
会
場
と
な
る
Ｎ
Ｏ
ー
Ｍ
Ａ
を
研
究
室

に
見
立
て
、
会
期
ご
と
に
各
ペ
ア
の
表
現
に

応
じ
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
互
い

の
作
品
の
共
通
性
と
差
異
を
行
き
来
し
な
が

ら
鑑
賞
い
た
だ
き
２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

芸
術
性
を
相
乗
的
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

日　

７
月
４
日u

～
８
月
２
日
Q
　
午
前

11
時
～
午
後
５
時　

月
曜
休
館

場　

ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
Ｎ
Ｏ
ー
Ｍ
Ａ
（
永
原
町
上
16
）

￥　

一
般 

３
０
０
円
、
高
校
生
・
大
学
生

２
５
０
円
、
中
学
生
以
下 

無
料
、
障
が
い

の
あ
る
人
と
付
添
者
１
人  

無
料

問　

ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
Ｎ
Ｏ
ー
Ｍ
Ａ　

（
36
）
５
０
１
８

び
わ
湖
水
草
観
察
会

　

沖
島
に
臨
む
宮
ヶ
浜
で
、
み
ん
な
で
一
緒

に
琵
琶
湖
の
水
草
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
活
か
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

申
込
不
要
・
参
加
無
料

日　

７
月
25
日u

 

午
前
９
時
～
11
時
ご

ろ
（
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

場　

休
暇
村
近
江
八
幡
西
館
玄
関
前

持　

お
持
ち
の
人
は
虫
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
な
ど

問　

チ
ー
ム
む
べ
な
る
か
な
・
山
口
さ
ん

（
36
）
７
３
０
１

漢
字
検
定
や
計
算
検
定
な
ど
に
挑
戦
！

◆
漢
字
検
定
®
（
２
級
～
10
級
）　

日    

８
月
20
日
T　

締　

７
月
14
日
E

◆
計
算
検
定
（Level

１
～
６
）

日    

８
月
29
日
U　

締　

７
月
21
日
E

◆
数
学
検
定
・
算
数
検
定（
準
１
級
～
11
級
）

日    
８
月
22
日
U　

締　

７
月
７
日
E

場　

全
て
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申

問
・
　

し
ま
検
定
事
務
局
・
安
部
さ
ん

・

（
36
）
０
１
６
７

活
動
で
き
る
日
に
備
え
て　

近
江
八
幡

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　
　

あ
な
た
も
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

８
月
１
日u

・
８
日u

・
22
日u

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　

白
雲
館
（
為
心
町
元
）
ほ
か

対　

市
内
在
住
の
人
・
年
齢
不
問

定　

10
人
（
申
込
先
着
順
）

￥　

１
千
円
（
資
料
代
・
保
険
代
）

申　

所
定
の
申
込
書
（
近
江
八
幡
駅
北
口
観

光
案
内
所
、
白
雲
館
に
あ
り
ま
す
。
近
江
八

幡
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
協
会
窓
口

（
近
江
八
幡
駅
北
口
観
光
案
内
所
）
へ
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

７
月
20
日
W

申

問
・
　

近
江
八
幡
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
協
会

（
33
）
６
０
６
１
・

（
32
）
４
１
２
５

　

https://w
w

w
.om

i8
guide.com

/

滋
賀
ひ
き
こ
も
り
女
子
会

　

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
っ
た
り
対
人
関
係

に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
女
性
（
年
齢
不

問
）
の
交
流
会
。
予
約
不
要
・
参
加
無
料

日　

８
月
１
日u

・
９
月
５
日
U　

午
後

１
時
50
分
～
４
時
（
近
江
八
幡
駅
南
口
か
ら

送
迎
バ
ス
あ
り
（
午
後
１
時
15
分
頃
出
発
）

前
日
正
午
ま
で
に
要
予
約
）

場　

ス
ー
プ
ル
（
蒲
生
郡
日
野
町
蓮
花
寺
）

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ー
プ
ル 

坂
原
さ
ん

 

０
９
０
（
７
８
７
４
）
３
１
２
２

peacenakam
a1

0
4

1
@
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預
け
て
安
心
！　

自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

遺
言
書
は
こ
れ
ま
で
自
宅
で
保
管
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
紛
失
し
た
り
相
続
人
に
よ
る

廃
棄
や
改
ざ
ん
の
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
を
考
慮
し
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争

を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
務
局
に

お
い
て
自
筆
証
書
遺
言
を
保
管
す
る
制
度
が

７
月
10
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
保
管
の
申
請

手
数
料
は
３
９
０
０
円
が
必
要
で
申
請
手
続

Ｃ
ｏ
-
Ｌ
Ａ
Ｂ

（
　
　
　
　
　
）

＃
２

こ
ー
ら
ぼ√

無題　2019

　稲田萌子

白鳥の湖　2016

　　　国保幸宏

き
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
手
続

き
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
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g
a
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a

b
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o
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問　

大
津
地
方
法
務
局
供
託
課

  

０
７
７
（
５
２
２
）
４
８
３
１

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
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o
j.g

o
.jp

/m
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ji/

m
inji0

3
_0

0
0

5
1
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令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

手
続
が
８
月
31
日w

ま
で
に
延
長

◆
年
度
更
新
手
続　

労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
お
よ
び
一
般
拠
出
金
（
石

綿
健
康
被
害
救
済
法
）
の
年
度
更
新
手
続
き

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
ふ
ま
え
８
月
31
日w

ま
で
延
長
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
労
働
保
険
料
の
全
期
お
よ

び
第
１
期
の
納
期
限
に
つ
い
て
も
７
月
10
日

か
ら
８
月
31
日
に
延
長
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
付
猶
予　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
の
収

入
が
相
当
減
少
し
た
事
業
主
は
、
申
請
に
よ

り
納
付
猶
予
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
と

労
働
保
険
料
な
ど
の
納
付
を
１
年
間
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い

て
は
滋
賀
労
働
局
も
し
く
は
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
情
報
」で
検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
の
受
付
・
相
談
会　

県
内
各
地

で
年
度
更
新
申
告
書
の
受
付
・
作
成
方
法
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
東
近
江
労

働
基
準
監
督
署
（
東
近
江
市
八
日
市
緑
町
８

（
41
）
３
３
６
７
）
で
は
、
７
月
３
日

Y
・
７
日e

（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
）
に
開
催
し
ま
す
。

問　
滋
賀
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

  

０
７
７
（
５
２
２
）
６
５
２
０

７
月
１
日
～
７
日
は

　
　
　
　

令
和
２
年
度
全
国
安
全
週
間

　

健
康
寿
命
の
延
伸
と
と
も
に
高
年
齢
労
働

者
が
職
場
に
お
い
て
、
よ
り
大
き
な
役
割
を

担
う
よ
う
に
な
る
中
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
才

能
を
も
つ
高
年
齢
労
働
者
が
安
心
し
て
安
全

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
職
場
環
境
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ

ま
え
、「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
職
場
へ
！

　

み
ん
な
で
改
善　

リ
ス
ク
の
低
減
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
７
月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま

で
を
全
国
安
全
週
間
と
定
め
全
国
一
斉
の
積

極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
各
事
業

場
に
お
き
ま
し
て
も
安
全
衛
生
に
ご
留
意
い

た
だ
き
労
働
災
害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問　

滋
賀
労
働
局
健
康
安
全
課

　

０
７
７
（
５
２
２
）
６
６
５
０

滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会　

シ
ニ
ア
対
象
講
習
会

　

満
60
歳
以
上
（
令
和
２
年
度
内
に
な
ら

れ
る
人
を
含
む
）
の
県
内
在
住
者
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
受
講
無
料
（
交

通
費
・
昼
食
代
は
自
己
負
担
）
で
す
。

■
介
護
送
迎
運
転
者
講
習　

日　

７
月
15
日
R
・
16
日
T
・
17
日
Y
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
　
場　

滋
賀
ビ

ル
（
大
津
市
梅
林
、
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
北
口
）
ほ
か

内　

介
護
送
迎
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
を
学
び
資
格
取
得
を
め
ざ
し
ま

す
。
身
体
介
助
演
習
あ
り
。
定　

16
人（
普

通
自
動
車
運
転
免
許
保
有
者
に
限
り
ま
す
）

締　

７
月
３
日y

　
面
談
あ
り
（
７
月
７

日
E
　
各
自
マ
ス
ク
着
用
）

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
技
能
講
習

日　

７
月
21
日
E
、
８
月
19
日
R
、
９
月

15
日
E
、
10
月
20
日
E
、
11
月
10
日
E
、
12

月
22
日
E　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
（
全
６
日
間
）
場　

エ
イ
ス
ク
エ
ア
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ
北
館
（
草
津
市
西
渋
川
、Ｊ
Ｒ
草
津
駅
西
口
）

内　

寄
せ
植
え
や
種
ま
き
を
体
験
し
な
が

ら
園
芸
を
学
び
ま
す
。
定　

26
人

締　

７
月
10
日y

　

面
談
あ
り
（
７
月
14

日
E　

各
自
マ
ス
ク
着
用
）

■
介
護
技
術
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
習

日　

７
月
28
日
E
・
29
日
R
・
30
日
T
・

31
日
Y　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
全
４
日
間
）
場　

エ
イ
ス
ク
エ
ア
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ａ
北
館　

内　

介
護
資
格
取
得
者
の
た
め

の
介
護
技
術
お
さ
ら
い
講
習
（
身
体
介
護
演

習
あ
り
）
定　

16
人
（
初
任
者
研
修
以
上

の
介
護
資
格
を
お
持
ち
の
人
に
限
り
ま
す
）

締　

７
月
16
日
T　

面
談
あ
り
（
７
月
20

日
W　

各
自
マ
ス
ク
着
用
）

申　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
申
込
書
で
左
記
へ
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
４　

大
津
市
逢
坂
一
丁
目
一
ー
一)

０
７
７
（
５
２
５
）
４
１
２
８

０
７
７
（
５
２
７
）
９
４
９
０
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News Topics ま ち の
わ だ い

６月 1日

６月15日
６月11日

６月７日

コロナ退散！
全国一斉サプライズ花火 夜空を彩る

　悪疫（新型コロナウイルス）退散を願い、全国の花火業者が、
一斉に各地で花火を打ち上げる「Cheer up! 花火プロジェク
ト」が取り組まれる中で、県内でも大津、長浜、甲賀ととも
に近江八幡市内でも田中江町地先で午後 8 時から約 5 分に
わたり約 40 発が打ち上げられました。打ち上げに携わった
田中江町の川村寿彦さんは「早くコロナが終息して、みんな
が笑顔で楽しめるようになれば」と願っていました。

新しいテニスコートで仲間と楽しく
安土ジュニアソフトテニスが活動再開を祝う

桐原小の南交差点にパトライトが設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　土コートを人工芝に変更するなどのリニューアル工事が
完成した文芸の郷テニスコートで、安土ジュニアソフトテ
ニススポーツ少年団がオープニングイベントを開催しまし
た。同少年団は、新型コロナウイルスの影響で２月半ばか
ら練習を中止していました。セレモニーではキャプテンの
初古彩

あ ず み

純さん（老蘇小６年）と副キャプテンの山本沙
さ ら

羅さ
ん（同）の２人が「医療従事者に感謝すると共に健康管理
に気を付け仲間と一緒に元気にテニスを楽しみたい」と決
意を披露したあと、早速「疫」「病」「退」「散」の文字を
貼り付けた段ボール箱にボールを打ち込むゲームを楽しん
だりして、約４カ月ぶりの仲間との再会を喜んでいました。

　近江八幡地区交通安全協会が桐原コミュニティセンター
南側交差点の横断歩道の両脇にパトライトを設置しました。
桐原小学校の全児童のおよそ９割が利用する交差点でもあ
り、地元からの要望も高かったことから、昨年７月の安土
町桑実寺の県道交差点への設置以来となったもの。人感セ
ンサーで、児童らが横断歩道付近に居ると３メートルの高
さで自動的に赤色の回転灯が光ります。

　近江八幡市赤十字奉仕団（髙木冨砂子団長）が、一人暮
らしの高齢者の見守り活動の一環で、新型コロナウイルス
感染予防に役立ててもらおうと布マスクの製作と配布に取
り組みました。完成したマスク 700 枚にメッセージカー
ドとともに 1 枚ずつビニール袋に入れたものを、ひまわ
り館ロビーでの出発式のあと、500 枚を普段から見守り
をしている旧近江八幡市域の高齢者家庭へ届けられた一方
で市社協に 200 枚を寄贈しました。

赤十字奉仕団が心をこめて作った布マスク
一人暮らしのお年寄りの感染予防に　

5 児のママ　奮闘中！

鳥と田んぼと太陽と

赤こんリポート                                                                東 恵子リポーター

赤こんリポート                                                  丸柱 真優佳リポーター

　中小森町の奥井美香さんは、9 歳を頭に 7 歳、5 歳、３
歳、0 歳の５人のお子さんのママです。会社を経営する夫
を支えようと、宅建の国家資格を取得し市内で不動産やリ
ラクゼーション事業を手掛けるグループ会社を立ち上げら
れています。美香さんの経営する長命寺町の温泉施設でお
話を伺いました。「この地域の人たちの癒しの場になれば
うれしいです。遠方から来られた方には、地元食材を使っ
たお料理で、近江八幡の良さを知ってもらいたいですね。
琵琶湖も一望できますよ」と話していました。子育てには
親御さんの協力も得ながら、市内の数少ない温泉施設を守
ろうと頑張っています。

　新型コロナウイルス感染症対策の外出自粛を受けて、散
歩が日課になった人も多いのではないでしょうか ? 私もそ
の一人。今まで気付かなかった所に咲いている花に癒され
たり、新しい散歩道を発見したり。そんなある日の散歩中、
太陽が降り注ぐ田んぼでゆったりと過ごしている鳥たちに
遭遇しました。鳥が泳ぐと水面には波紋。自然界の素晴ら
しいハーモニーを、こんなに近くで見られる幸せを感じま
した。子どもたちにも残していきたい風景のひとつです。

　市民が地域の魅力やイベントの取材情報などを、市広報
紙や SNS などで発信する「赤こんリポーター」の今年度
のメンバーが決まりました。
　これから市内のさまざまな
できごとを、市民目線でお伝
えしていきます。

　商業施設が集中し市内外の若者が多数集まり自転車盗な
どの街頭犯罪も多数発生するなど近江八幡駅周辺の治安情
勢の悪化が懸念されたことから、自主防犯団体として平成
16 年 12 月に発足し 15 周年を迎えた「平成防犯見廻り
隊」。新型コロナウイルスのため、４月から５月末まで２
カ月にわたり活動を自粛していましたが、６月５日に活動
を再開、この日は 12 人の隊員が駅の南北に分かれ環境美
化活動とともに、帰宅する人たちに「こんばんは」と声掛
けするなどパトロールを展開しました。今後も防犯ステー
ション「マモーリくん」を拠点に、安心・安全なまちづく
りに寄与いただけることと思います。

平成防犯見廻り隊が活動再開

赤こんリポート                                                           馬場 利男リポーター

Facebook
ページは
こちら
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第
19
回

人口と世帯

総数　82,216 人    (+ 　4)
男　　40,431 人    (+ 　1)
女　　41,785 人    (+     3)
世帯　34,269 世帯 (+ 36)

令和２年６月 1 日現在 
 (    ) は前月比

※外国人住民 (43カ国・地域／ 1,518 人 ) を含みます。

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、催しが急に中止になるこ
とがあります。開催されるかどうかは事前に担当課または主催者へご確
認ください。
　最新情報は、市ホームページ https://www.city.omihachiman.lg.jp/
で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

祇ぎ

お

ん

え

園
会
と
足
洗
い
の
行
事

今
回
も
無
病
息
災
を
祈
る
行
事

に
つ
い
て
、『
近
江
八
幡
の
歴
史
』

第
３
巻
「
祈
り
と
祭
り
」
か
ら
紹
介

し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
現
在
の

感
染
対
策
は
冬
場
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
、
高
温
多
湿

な
夏
場
は
疫
病
の
流
行
に
悩
ま
さ
れ

る
時
期
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
祈

り
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

祇
園
信
仰
、
無
病
災
厄
を
祈
る
行

事
は
市
内
に
数
多
く
残
り
ま
す
が
、

最
も
有
名
な
の
は
浅
小
井
町
の
祇
園

祭
で
す
。
同
町
の
氏
神
で
あ
る
今
宮

天
満
宮
内
に
あ
る
津
島
神
社
の
祭
礼

で
、
毎
年
７
月
の
第
２
土
・
日
曜
日

の
２
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
宵
宮
に
松

明
行
事
、
本
日
に
曳
山
巡
行
が
行
わ

れ
、
現
存
す
る
６
基
の
曳
山
が
、
境

内
に
集
ま
り
ま
す
。
祭
り
自
体
は
、

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
ま
す

が
、
滋
賀
県
で
は
、
大
津
、
長
浜
、

日
野
、
水
口
、
米
原
、
大
溝
と
い
っ

た
町ま
ち
ば場
と
し
て
繁
栄
し
た
と
こ
ろ

が
曳
山
祭
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
。
彫
刻
や
飾
り

金
具
、
高
価
な
懸
装
品

で
装
わ
れ
た
曳
山
を
持

つ
こ
と
は
、
町
場
で
あ

る
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、

豪
華
な
曳
山
は
経
済
力

を
誇
示
す
る
ス
テ
イ
タ

ス
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
浅
小
井
の
祇
園
祭
の

特
徴
は
農
村
部
で
あ
り
な
が
ら
曳
山

の
祭
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
き
な

集
落
と
は
い
う
も
の
の
、
村
内
で
複

数
の
曳
山
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
大

変
珍
し
く
、
藺い
ぐ
さ草
生
産
を
中
心
に
し

た
経
済
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

た
祭
礼
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
宇
津
呂
町
で
は
、
６
月
下

旬
か
ら
７
月
下
旬
、
旧
暦
の
６
月
１

日
近
く
の
日
曜
日
に
、
氏
神
で
あ
る

公く
れ
は
ち
ま
ん

礼
八
幡
神
社
で
「
足
洗
い
」
の
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
、
神

社
の
傍
ら
に
湧
き
出
る
湧
水
池
の
水

に
手
足
を
浸
す
と
一
年
中
し
も
や
け

に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
当

日
は
早
朝
か
ら
人
々
が
集
ま
り
、
池

で
手
足
を
洗
い
ま
す
。も
と
も
と
は
、

し
も
や
け
の
で
き
や
す
い
旧
暦
の
２

月
ご
ろ
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
初
夏
の
行
事

に
変
わ
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
、
旧

暦
の
６
月
１
日
が
過
ぎ
る
と
身
の
不

浄
を
祓は
ら

う
意
味
を
持
っ
た
「
祓は
ら

え
」

や
「
禊
み
そ
ぎ
」
の
行
事
が
始
ま
り
ま
す
。

梅
雨
の
時
期
に
入
り
、
長
雨
や
高
温

多
湿
に
よ
る
衛
生
環
境
の
悪
化
で
流

行
り
病
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
る

た
め
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
で

身
を
清
め
心
身
共
に
健
康
で
夏
を
迎

え
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
と
い
う
わ

け
で
、
足
洗
い
の
行
事
も
、
清
ら
か

な
水
で
病
を
祓は
ら

お
う
と
す
る
行
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
夏な
ご
し越
の
時
期
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

目
に
見
え
な
い
恐
怖
へ
の
祈
り
Ⅱ

　  浅小井町祇園祭　曳山巡行

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
今
年
の
浅
小
井

町
祇
園
祭
の
松た

い
ま
つ明

行
事
・
曳
山
巡

行
お
よ
び
足
洗
い
行
事
は
、
い
ず

れ
も
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

公礼八幡神社（宇津呂町）の足洗い行事


